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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本人ベトナム語学習者に有用な教材を作成し、その学習成果を評価するテスト
を作成する上で有効なベトナム語テキストのレベル判定システムを構築するための基礎的研究である。従来の研究によ
り作成されたレベル別語彙・文法項目リストの精度を更に高めると共に、主にその語彙データをシステムに組み込んだ
上で、教材あるいはテストに利用する文あるいは文章がどのレベルに属するものかを判定するシステムを構築した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop a program which can judge the level of the Vietnamese 
texts contained in the teaching materials or evaluating exams for the Japanese learners of Vietnamese. 
The lexical and grammatical items of each level constructed so far were refined to apply for the program.

研究分野：人文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
多言語リテラシを培う上で、社会生活言語
レベルの運用能力で事足りる場合もあれば、
分野によっては高いレベルの運用能力を必
要とする場合もある。本来当該地域の言語や
文化を研究対象とする研究者であれば、当然
のことながら当該地域の言語に通じていて
然るべきであるが、例えば申請者が専門とす
るベトナム語の場合必ずしもそうでないと
いうのが現状であると言わざるを得ない。 
一方、国内在住のベトナムにルーツを持つ
児童生徒の母語維持の問題が近年大きく議
論されている。母語が未発達のまま日本語を
習得しようとすることによる認知能力への
影響の問題等を鑑みた時、国内における真の
意味での多文化共生を実現する上で、彼等の
母語維持に資する研究を遂行することは
我々外国語研究者の使命とも言えよう。 
以上の背景の下、本研究ではそれぞれの学
習者のレベルを適切な基準で測ると共に、
個々人に相応しいテキストを提供すること
を目指した教材作成支援システムを開発す
るべくその基礎的な研究を行う。このような
ベトナム語のテキストを対象としたシステ
ムの構築を実現するには、ベトナム語に対応
可能な自然言語処理の技術が必須となる。従
来、我が国においては日本語や英語を対象と
した類似のシステムはいくつか例を見出す
ことが可能であるが、他の教育機会の少ない 
言語（Less Commonly Taught Languages）に
関しては、同様の例を見つけ出すことは極め
て難しいと言わざるを得ない。一方、ベトナ
ム本国においては、例えばハノイ工科大学等
を中心にベトナム語を対象とした自然言語
処理技術が急速に進歩しており、当該研究者
との協力により本システムを実現させるこ
とは極めて有意義であると考える。 
 
２．研究の目的 
上記背景の下、教材作成者が利用するベトナ
ム語文または文章、あるいは学習者によるア
ウトプットのレベルを自動的に判定するシ
ステムを構築するための基礎的研究を行う。
その上で、まず大前提となるレベル別語彙・
文法項目リストの精度を上げることが求め
られる。申請者等が開発した現状のリストは、
依然として多くの部分が国内外の各種教科
書、語彙リスト、文法書等を参考にしつつ作
成されたものであり、日本人学習者を対象に
作成されたとはいえ、漢語起源語彙の扱い等
依然その不備は否めない。また、日本在住の
ベトナムにルーツを持つ児童生徒の言語能
力測定にも応用可能なものであることが重
要である。そこでこれまで同様ベトナム本国
の語学能力評価基準に関する政府機関（特に
教育・訓練省）及び研究機関の文書、並びに
各種研究成果を参照しつつ、より日本人に相
応しいリストを作成することを目指し、引き
続き語彙の収集と各語彙のレベルについて
検討する必要がある。一定程度の質を確保し

たリストが完成した際に、当該リストをテキ
ストレベル判定システムに組み込んでゆく
こととなる。 
 レベル別語彙・文法項目リストの改訂作業
と同時に、当リストを利用した語彙・文章レ
ベル判定システムのプロトタイプを開発す
る必要がある。ベトナム語を対象とした当該
システムと類似のシステムとしてまず挙げ
られるのは日本語文の自動レベル判定シス
テ ム 「 リ ー デ ィ ン グ チ ュ ウ 太 」
（http://language.tiu.ac.jp/）等である。当シ
ステムは、ユーザの入力した日本語の文章中
に含まれる語彙の中に、日本語能力試験出題
基準所収の級別語彙がどの程度含まれてい
るかを瞬時に表示し、文全体のレベルを判定
するシステムである。同時に、所収漢字に関
してもレベル別に色分けして表示すること
が可能な仕様となっている。ベトナム語の場
合、ラテン文字を基礎としつつ種々の補助記
号を付加する「クオックグー（国語）」と呼
ばれる文字体系を有するので、日本語のよう
な多種の文字が混在することはなく、漢字の
問題も生じない点、日本語に比べてシステム
構築は容易である。しかし、ラテン文字を基
礎とするとはいえ複雑な補助記号を伴う正
書法を処理するのは決して容易な問題では
なく、Unicode を基礎とした特殊文字を処理
する一定の知識と技術が必須である。 
以上の諸問題が解決できたら、最終的に、利
用者の環境に関する問題を検討する必要が
ある。例えば、個々の端末にインストールす
る形で利用するのか、あるいはウェブ上で利
用可能にするのか、端末にインストールする
場合、OS の変更に伴うアップデートにどの
程度対応するのか、ウェブで利用する場合、
セキュリティを考慮したユーザ管理とデー
タの取り扱いに関して、ユーザにどの程度の
情報提供を求めるのかとった問題を検討す
る必要がある。 
 
３．研究の方法 
第一の作業はレベル別語彙・文法項目リス
ト（改訂版）の作成とレベル別ベトナム語教
材作成支援システム（プロトタイプ）の開発
である。当該リストの改訂版作成に際しては
申請者が代表者として遂行した科学研究費
補助金研究課題（基盤研究（C）、課題番号
22520562、平成 22～24 年度）「日本人学習者
を対象としたベトナム語検定試験制定のた
めの基礎的研究」で開発したレベル別語彙・
文法項目リストを基礎に、更にその適用範囲
を広げ、日本人学習者のみならずベトナムに
ルーツを持つ在日ベトナム人にも適用可能
なリストを目指して改訂する。その際、例え
ば、ベトナム教育・訓練省による「海外在住
ベトナム人のためのベトナム語教育プログ
ラムの公布」（教育・訓練省決定：
26/2006/QD-BGDDT）に示されたレベルと評価
枠を参考に、ベトナム国内の同分野の研究動
向にも目を向けつつ作業を進める必要があ



る。また、海外在住ベトナム人に対する母語
維持の問題に関しては、カナダ、オーストラ
リアを筆頭にいくつかの国で既に長い実績
の歴史があり、例えばオーストラリアの
Victorian Curriculum and Assessment 
Authority によるベトナム語の教育、評価の
手 法 (http://www.vcaa.vic.edu.au/Pages/ 
vce/studies/lote/vietnamese/vietnaminde
x.aspx#H2N1000B）等は高い質を有するもの
で参考に値する。それらを参考にしつつ、従
来のリストと同様レベルを A,B,C の 3 段階
に分け、語彙・文法の双方から文章全体のレ
ベルを評価する基礎とする。 
次いで、レベル別ベトナム語教材作成支援
システムのプロトタイプを作成する。当該シ
ステムについては、最終的に目指す機能が評
価対象となる文章を入力し、その文章のレベ
ルを自動的に評価することであるから、まず
ベトナム国内を中心にベトナム語を対象と
した構文解析技術の現状を具に把握する必
要がある。特に在ハノイ辞書学研究センター
並びにハノイ工科大学等で行われた関連研
究を参照し、その中でも比較的容易に利用可
能で、ソースも含めて一般に公開されている
ベトナム語構文解析ツールを試用し、まず評
価したいベトナム語文を語レベルに分割す
ることが可能であることを確認する。次いで、
リスト所収の語彙・文法事項との同定を行い、
当該文のレベル判定の基礎データを作成す
る。 
以上、プロトタイプの作成作業に際し、主
に在ハノイ辞書学研究センター及びハノイ
工科大学所属研究協力者の協力を得る予定
である。具体的には、以前より申請者と共同
研究実績を有する辞書学研究センタースタ
ッフの助言を仰ぎつつ、自然言語処理技術を
有するハノイ工科大学若手スタッフの技術
的援助を仰ぐ予定である。当該システムの特
徴は、単なる自然言語処理技術のみを必要と
するのではなく、そこに入力される文章は、
ベトナム語学習者による誤用を含んだ文で
ある可能性がある。したがって、ある程度の
自由度と誤用の予測を可能とするシステム
である必要がある。誤用の予測に関しては、
部分的に申請者自身の科学研究費補助金研
究課題（基盤研究（C）、課題番号 19520357、
平成 19～21 年度）「ベトナム語における漢越
語の品詞性に関する共時的・通時的研究」を
利用する予定である。また、収録語彙の最終
調整に際しては、申請者が研究分担者として
関わった科学研究費補助金研究課題（基盤研
究（B）、課題番号 20320080、平成 20～22 年
度、研究代表者冨田健次）「ベトナム語・日
本語電子情報辞書の構築に関する研究」で収
集した語彙リストと日本語の訳文記述を利
用する。 
 次いで、以上作成したプロトタイプを基礎
に、本格的な運用に向けたシステム構築を目
指す。ここでは、日本語教育分野で既に存在
するシステムの仕様とその利用法を日本

語・国語教育を専門とする研究分担者と共に
システムそのものを分析すると同時に公開
された文献等を参照しつつ、それらの知見を
本システムに応用する方法について検討す
る。また、システムが出来上がった時点で、
「研究目的」に記した各種利用法を実践する。 
システム構築と実運用に関しては、まず日本
語を対象に構築された「リーディングチュウ
太」を参考に、その仕様等を具に分析し、ベ
トナム語に応用可能な部分を見極めた上で
ベトナム語版システムを完成させる。特に、
ベトナム語の場合正書法が統一的であるの
で、日本語の漢字のような問題は生じない。
また、形態素毎にスペースを空けて表記する
ので語の抽出は日本語ほど困難を極めない。
次いで、実運用の段に入ると、ネットワーク
型の利用にするか端末インストール型にす
るかが問題となるが、プロトタイプ作成の際
も含め当初はネットワーク型を基礎に構築
することとする。 
一応のシステムが完成したら、想定される
利用法を検討する。具体的には、レベル別ベ
トナム語教材作成、ベトナム語検定試験問題
の作成、及びベトナム語学習者によるアウト
プットのレベル判定である。 
レベル別教材作成に関しては、申請者の所
属機関に設置される各種ベトナム語実習科
目での利用を前提に各教員からのフィード
バックを仰ぐと同時に、従来の場面シラバ
ス・機能シラバスを中心とした教材の語彙・
文法レベルの調整作業に利用し、異なるレベ
ルの個々の学習者にふさわしい教材の開発
を目指す。 
次いで、検定試験問題の作成に関しては、
従来手作業で語彙・文法レベルのチェックを
行っていたところを自動化し、他研究機関へ
のより広範な協力を実現する。 
最後に学習者によるアウトプットのレベル
判定に際しては、所属研究機関での日本人ベ
トナム語学習者を対象とした作文能力のレ
ベル判定に利用すると同時に、特にベトナム
ルーツの児童が集住する大阪府八尾市の小
学校等の協力を得つつ、ベトナム語母語話者
へのその有用性を検討する。 
 
４．研究成果 
 以上の方法に基づき、申請者自身による従
来の研究成果を踏まえ、日本人ベトナム語学
習者に有用な教材を作成し、またその学習成
果を評価するテストを作成する上で有用な
ベトナム語テキストのレベル判定システム
を構築するための基礎的研究を行った。従来
の研究により作成されたレベル別語彙・文法
項目リストに制度を更に高めると共に、その
データをシステムに組み込んだ上で、教材あ
るいはテストに利用する文あるいは文章が
どのレベルに属するものかを正確に判定す
るシステムを構築した。国内では同様のシス
テムが日本語を対象に既に実現されている
ので、日本語教育・国語教育を専門とする研



究者と共同で当該システムの構築に向けた
研究を行った。 
 結果的に、レベル別ベトナム語教材作成シ
ステム（プロトタイプ）の評価作業を行い、
レベル別語彙・文法項目リスト（改定版）を
更に改定し、レベル別ベトナム語教材作成支
援システムの一応の完成に漕ぎ着けた。日本
語を対象とした同種システムの有用性を鑑
みても、今後のベトナム語教材作成、試験作
成に大いに役立つシステムが完成したもの
と考えられる。 
 システムの仕様としては、ウェブ上での利
用を基礎とし、システム管理者はウェブ越し
に収録語彙の入れ替えが可能となっている。
本システムを搭載するサーバ管理について
は、開発協力を得た Datasection Vietnam 
Co.,Ltd.会長権代祥一氏、同社長グエン・タ
ィン・コン氏（研究機関中にハノイ工科大学
より転出）に委託している。 
 ユーザは図１のGUIより評価対象となる文
章を入力し、「Analyze」をクリックする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 評価文入力画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 評価結果表示画面 
 
図２のように、まず全文が文毎に分割され、
その中に含まれた各語彙（文法語彙を含む）
のレベルとそのパーセンテージがリスト形
式で右側のプルダウンウィンドウに表示さ
れる。 
 なお、管理者は図３GUI により所収語彙の
調整が可能である。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 語彙リスト調整画面 
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